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人 事 案 件 �

かすがい市議会だより�

補正予算案・条例案など20件を可決・同意・了承�

平成18年第6回定例会�

　平成18年第§回定例会は、11月28日から12月12日ま
での15日間の会期で開催されました。
　定例会には、補正予算案§件、条例案•件、一般議
案¢件、人事案件™件が提出され、原案のとおり可決
・同意・了承されました。
　また、請願¡件は不採択となりました。
　なお、一般質問は12月¶日に14名、•日に£名の議
員が市政に対する当局の考え方をただしました。

　総額§億8,610万6,000円の補正予算です。
▽平成18年度一般会計補正予算
　ＪＲ高蔵寺駅北口あんしん歩行エリア整備など、£
億429万4,000円の補正です。
▽平成18年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　老人保健拠出金3,823万3,000円の補正です。
▽平成18年度潮見坂平和公園事業特別会計補正予算
　潮見坂平和公園墓所整備基金積立金£億2,769万2,000
円の補正です。
▽平成18年度春日井都市計画松河戸土地区画整理事業
特別会計補正予算
　人件費44万2,000円の補正です。
▽平成18年度勝川駅周辺総合整備事業特別会計補正予
算
　人件費など、903万3,000円の減額補正です。
▽平成18年度公共下水道事業特別会計補正予算
　人件費2,447万8,000円の補正です。

▽事務分掌条例の一部を改正する条例
　地方自治法の一部改正（平成19年¢月¡日施行）に伴
い、「助役」の名称を「副市長」に改めるものです。
▽市政功労者表彰条例等の一部を改正する等の条例
　地方自治法の一部改正（平成19年¢月¡日施行）に伴
い、「助役」の名称を「副市長」に改めるとともに「収入
役｣に係る規定を削除するものです。
▽手数料条例の一部を改正する条例
　宅地造成等規制法等の一部改正に伴い、新たな手数
料の設定及び規定を整備するものです。
▽消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例及び
消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例　
　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政
令の一部改正に伴い、障害の等級及び金額の決定にか
かる規定を整備するものです。
�

▽社会福祉施設条例の一部を改正する条例�
　希望の家における障害者自立支援法に基づく事業の
実施等に係る規定を整備するものです。
▽福祉作業所条例の一部を改正する条例
　鷹来福祉作業所を廃止するとともに、福祉作業所に
おける障害者自立支援法に基づく事業の実施等に係る
規定を整備するものです。
▽潮見坂平和公園墓所整備基金条例
　新たに潮見坂平和公園墓所の整備に要する費用に充
てるため潮見坂平和公園墓所整備基金を設置するもの
です。
▽市営住宅条例の一部を改正する条例
　大泉寺町地内の市営住宅を廃止するものです。

▽子どもの家の指定管理者の指定
　丸田子どもの家・出川子どもの家の管理業務を指定
し、行わせるものです。
指定団体　社会福祉法人春日井市社会福祉事業団

�
�
�
�
�
�
�
�
�
▽市営東野住宅第3期建替工事（建築）の請負契約　　
　　契約金額　　　™億5,567万5,000円
　　契約の相手方　株式会社高柳組
▽愛日地方教育事務協議会規約の変更
　尾張教育事務所と市町教育委員会との役割分担の見
直しに伴い、規約を変更するものです。
▽愛知県後期高齢者医療広域連合の設置
　新たに創設される後期高齢者医療制度を広域連合で
運営するため、規約を定めるものです。
�
�
�
　監査委員の辞任に伴い、岡田正美氏の選任に同意し
ました。
　また、人権擁護委員の任期満了に伴い、三輪武子氏
の推薦を了承しました。

一 般 議 案 �

補 正 予 算 案 �

条 例 案 �
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◇上程議案と審議結果◇�

第　6　回　定　例　会�

平成18年急施臨時会�請 願 審 議 �

　第§回定例会に、¡件の請願が提出され、委員会に
付託し、審査しました。
　その後、本会議で委員長の審査結果報告の後、採決
し、結果は次のとおりです。
▽保育の充実を求める請願書・・・・・・・・不採択

�
　かすがい市議会だより第41号（平成18年11月¡日発
行）™ページの一般議案の項目中に誤りがありました
ので、次のように訂正します。
「消防自動車の購入契約について」の契約金額
　™億8,875万円を2,887万5,000円
「救急自動車の購入契約について」の契約金額
　™億7,825万円を2,782万5,000円

　平成18年急施臨時会は10月20日に開催され、前市長
故鵜飼一郎氏を名誉市民に推挙しました。�
※急施臨時会�
　緊急に実施を要する事件が生じた場合に開く臨時会�

補正予算案………………6件�
○平成18年度一般会計補正予算……………………………………………………………原案可決（賛成多数）
○平成18年度国民健康保険事業特別会計補正予算………………………………………原案可決（全会一致）
○平成18年度潮見坂平和公園事業特別会計補正予算……………………………………原案可決（全会一致）
○平成18年度春日井都市計画松河戸土地区画整理事業特別会計補正予算……………原案可決（全会一致）
○平成18年度勝川駅周辺総合整備事業特別会計補正予算………………………………原案可決（全会一致）
○平成18年度公共下水道事業特別会計補正予算…………………………………………原案可決（全会一致）
条例案……………………8件�
○事務分掌条例の一部を改正する条例……………………………………………………原案可決（全会一致）
○市政功労者表彰条例等の一部を改正する等の条例……………………………………原案可決（全会一致）
○手数料条例の一部を改正する条例………………………………………………………原案可決（全会一致）
○消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例
　及び消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例……………………………原案可決（全会一致）
○社会福祉施設条例の一部を改正する条例………………………………………………原案可決（全会一致）
○福祉作業所条例の一部を改正する条例…………………………………………………原案可決（全会一致）
○潮見坂平和公園墓所整備基金条例………………………………………………………原案可決（全会一致）
○市営住宅条例の一部を改正する条例……………………………………………………原案可決（全会一致）
一般議案…………………4件�
○子どもの家の指定管理者の指定…………………………………………………………原案可決（全会一致）
○市営東野住宅第£期建替工事（建築）の請負契約………………………………………原案可決（全会一致）
○愛日地方教育事務協議会規約の変更……………………………………………………原案可決（全会一致）
○愛知県後期高齢者医療広域連合の設置…………………………………………………原案可決（賛成多数）
人事案件…………………2件
○監査委員の選任の同意……………………………………………………………………同　　意（全会一致）
○人権擁護委員の推薦………………………………………………………………………異議なし（全会一致）

訂正について�
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広告事業について�

いじめ・不登校対策について�

ふれあいセンターの分掌事務について�

女性の就労について�

かすがい市議会だより�

【質問】春日井市の所有する様々な資産を広告媒体と
して活用し、民間企業等の広告を掲載することによっ
て本市の資産を有効活用し新たな財源の確保または、
経費節減を図ることができる。また地元民間企業を対
象にして安価に広告媒体を提供することにより、地域
経済の活性化を図る効果もありますが、広告事業の導
入について当局の考えを問う。�
�
【答弁】厳しい財政状況の下、市の資産を広告媒体と
して活用し、新たな自主財源を確保するため、広告掲
載について様々な角度から検討を行い、広告事業とし
て制度化したところです。現在、この制度に基づき、

実施可能な広
告媒体を選定
し、広告掲載
に向けて準備
を進めており、
順次、事業を
実施してまい
ります。　�
�
�

�
�
�
�
【質問】雇用形態が多様化し、正社員が減少、非正社
員が増加する社会現象の中で、女性の社会参画を促進
する観点から「女性の能力開発」も再就職や自立支援と
して必要であるが、女性の前には様々な壁が立ちはだ
かる。結婚、出産、子育て、介護など子どもを持つ母
親の「女性の就労支援」について①現状と課題②「ひと
り親家庭の支援」について市の考えを問う。�
�
【答弁】①家庭・企業・地域・行政が一体で取組む必
要があり、仕事と家庭、子育てや介護に関する情報を
提供します。また、能力開発や職業意識の向上を図る
ため講座等の学習内容の一層の充実に努めます。②ひ
とり親家庭の支援につきましては、母子家庭等日常生
活支援事業等を行ってまいりました。今後につきまし

ても、就職情報の提供や技能�
習得の支援等により自立を支�
援してまいりま�
す。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
【質問】いじめは、人道上の犯罪である。断じて許さ
ないという強い意志を学校はじめ社会全体に行き渡ら
せることが大事である。いじめは、心の内部に潜んで
おり、その苦しみは外から見えにくい。親、家庭の責
任はいうまでもなく、教師の姿勢、関わり方が重要で
ある。また、教師一人に委ねるのではなく情報を共有
し学校全体で対応すべきである。実態と対策を問う。�
�
【答弁】平成17年度のいじめの実態は、小学校110件、
中学校265件、合計375件でした。いじめに対する取り
組みは、子どもたちが悩みを打ち明けやすい環境づく
りのためのカウンセラーや相�
談員の派遣、教職員のカウン�
セリング技術や子どもたちの�
理解方法等の向上を図るため�
の研修の実施等、学校全体で�
いじめを生まない学級・学校�
づくりの実現に努めています。�
�
�
�
�
�
�
【質問】5つのふれあいセンターのうち、高蔵寺・味
美ふれあいセンターは出張所があり、戸籍・住民異動
・印鑑登録等多くの業務を行っているが、西部・南部�
ふれあいセンターは住民票や印鑑証明等の証明発行業
務に限られている。ふれあいセンターと称する施設に�

質問者　林　　克巳�
広告事業について�

質問者　後藤　正夫�
いじめ・不登校対策について�

質問者　丹羽　一正�
ふれあいセンターの分掌事務について�

質問者　政木　理香�

女性の就労について�

一般一般�
質問質問�
一般�
質問�

市政全般にわたる問題について質問します�

1

2

3

4

　今回の定例会では、17名の議員が市の考え方や方針など、市政全般にわたり36項目の一般質問を行いました。一般�
質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、市民に密着した問題をただすため行うもので�
す。各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。�

（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）�
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市民ボランティア活動支援センターに�
ついて�

少子高齢社会の住宅セーフティネット�
の確保について�

保育園対策について�
ついてはすべて同一業務ができるよう拡充について問
う。�
�
【答弁】ふれあいセンターにおける、業務拡大は専門
職員の配置が不可欠であり、今後の電子申請・届出の
拡大等の動きを踏まえながら、ニーズの把握と費用対
効果の分析を行ったうえで、現行の人員体制と設備で
実施可能な他の証明書交付事務について検討してまい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ります。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
【質問】豊かな住生活を実現するため、地域の特性に
応じた目標を盛り込んだ基本計画の策定について�
市営住宅の入居について①市営・県営・公団・民間賃
貸住宅との連絡会②空き家募集の待機者改善策③母子
・父子家庭や子育て家庭の優先入居住宅と多回数応募
者に対する優遇制度④リフォーム事業者に関する情報
提供や相談体制について問う。�
�
【答弁】住生活基本法に基づき、本市の住生活基本計
画の策定を検討します。①県、市町村等による「地域
住宅協議会」を活用し、連携を深めます。②空き家募
集の情報提供を確実に行います。③母子世帯等への優
遇制度については、先進事例を参考に調査研究してま
いります。④リフォーム相談窓口については、木造住
宅耐震診断・改修や高齢者住宅改修との調整を図り、
関係団体と連携のうえ相談窓口の体制の整備をします。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
【質問】保育園については、耐震化や老朽化により建
替えや改善の見直しがされていますが、保育環境の充�
実やシックハウス等によるアレルギー対策を考えた時、
エアコン等の暖房は場所によって温度や湿度にムラが
出るほか、カビ、ハウスダストの問題がありますので、
特に抵抗力の弱い乳児や低年齢の子どもの室では床暖
房方式を導入すべきではないかを問う。�
�
【答弁】平成19年度、中央公民館敷地内に建設を予定
しております新設園の乳児室、ほふく室、乳児用トイ
レには、乳児が安全快適に過ごせるよう、床暖房の導
入を予定しております。また、�
今後の保育園の建て替えや改修�
時においても、特に乳児の利用�
する部屋につきましては床暖房�
を導入するなど、園児が安全で�
快適に過ごせる保育環境の確保�
に努めてまいります。

�
�
�
�
【質問】ボランティア活動の拠点となる支援センター
は、昨年11月に開設予定と聞いていたが、まだ整備さ
れていない。開設が遅れている理由は何か。また支援
センターの概要、機能、ＩＴの活用、設置場所等につ
いての考え方はどうか。さらに、公設公営でスタート
するなら、担当職員の研修も必要だがどのように考え
ているかを問う。�
�
【答弁】市民活動の拠点として、また、団塊世代の受
け皿となる施設とすべく、更なる検討を進めておりま
す。情報収集・提供、交流、相談、印刷、打合せの場
としての機能を持ち、専用ホームページを開設し、Ｉ
Ｔを積極的に�
活用いたしま�
す。設置場所�
については、�
最適の場所と�
なるよう検討�
を進めており�
ます。担当職�
員は研修を積�
み、適した者�
を配置します。�
�
�

質問者　中藤　幸子�

市民ボランティア活動支援センターに�
ついて�

少子高齢社会の住宅セーフティネット�
の確保について�

質問者　諸戸　護子�

保育園対策について�
質問者　伊藤　隆司�

7

5

6
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市民病院におけるクレジットカード�
支払いについて�

春日井駅駅舎建替え及び自由通路と�
交番の設置について�

市ホームページ上のワンストップ�
サービスについて�

かすがい市議会だより�

�
�
�
【質問】私にとって、漠然とした存在だった市民病院
に入院をして得た医療と看護に心から感謝と大きな評
価をします。更なる信頼と安心のイメージアップのた
め、①正面玄関前にある｢くろがねもち｣への愛称の命
名、②現在、女性看護師の制服はワンピース型である
が、多くの女性看護師から着用を希望する声がある活
動しやすいズボン型制服の導入について考え方を問う。�

�
【答弁】①「くろがねもち」の木の愛
称の命名は、当病院はいろいろな患
者さんが利用する総合病院であるこ
とから、命名することがふさわしい
かどうかという点について、検討し
てまいります。②「白衣に関する検
討会」で、アンケート調査などを実
施した結果、ズボン型白衣を本年¢
月に導入することとし、貸与方法は、
実情に即した方法となるよう検討し
てまいります。�
�

�
�
�
�
【質問】昨年11月に地方自治法等が改正され公金等の
収納にクレジットカードの使用ができるようになりま
した。病気入院で経済的に厳しい折、高額な支払いが
必要な患者さんにとって、クレジットは後払いで分割
払いもできるため大変便利です。利用者の利便性及び
収納率の向上など経営的観点から、市民病院における
クレジットカードによる支払いの実施について問う。�
�
【答弁】地方公共団体におけるクレジットカードによ
る医療費等公共料金の支払いのための環境が整備され
たことにより、患者さんの利便性が相当高まるクレジ
ットカード支払いが、可能とな�
りました。今後は、導入する際�
の諸問題に加え、既に実施され�
ている病院の利用状況等も調査�
・研究する中で、検討してまい�
ります。�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
【質問】駅周辺のまちづくりや活性化のためには駅舎
や関連施設の整備が重要である。市内主要駅の整備に
比べ、30万都市の顔であるＪＲ春日井駅は遅れており、
その整備は急務と考える。また駅周辺には風俗店等も
あり、治安の悪い状況にある。こうした中①自由通路
の構想に併せて、駅舎整備をどのように考えているか
②交番の設置についてどのように考えているかを問う。�
�
【答弁】①都市交流拠点将来ビジョンの策定結果を踏
まえ、30万都市の顔にふさわしい駅となるよう、様々
な角度から検討を行い、具体化に向けた方向性を取り
まとめてまいります。②ＪＲ春日井駅前の交番設置に
ついては従来より地域の方々から要望を受けており必
要性は認識しておりますが、交番全体の配置計画、用

地等の問題も
あるため、現
在策定中の都
市交流拠点将
来ビジョンの
中で自由通路
や駅舎の整備
に合わせ検討
していきます。�

�
�
�
�
�
【質問】情報通信社会の進展に伴い、情報技術を活用
した公共サ－ビスは必然となっている。各部・各課の
きめ細かい情報の提供は当然である。例えば、「災害
支援制度一覧」等、市民は日頃から災害対策をしてい
るが、知識として、行政支援の内容を知っておくこと
も重要であると考える。各部・各課に関連する様々な
情報のワンストップサービス化を図ることを問う。�
�
【答弁】誰もが使いやすい市ホームページにするため、
現在リニューアル作業を進めています。この中で、災
害に関する情報や出生から老後までといったジャンル
ごとに情報提供できるページ構成�
を検討しています。災害支援制度�
の一覧につきましては、現在のホ�
ームページにおいても作成が可能�
ですので、できるものから手がけ�
てまいります。�
�
�

質問者　石原　名子�

質問者　山際　喜義�

質問者　友松　孝雄�

市民病院におけるクレジットカード�
支払いについて�

春日井駅駅舎建替え及び自由通路と�
交番の設置について�

9

10

11 市ホームページ上のワンストップ�
サービスについて�

春日井市民病院について�
質問者　田中　康則�

春日井市民病院について�8
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自然環境の保全を推進する条例及び�
特定外来生物被害防止法について�

後期高齢者医療制度に関する問題に�
ついて�

「福祉の里」の施設内の改善について�

�
�
�
【質問】文化フォーラム春日井は、平成11年に開館し
丸7年が経ちました。市の文化の拠点であるこの施設
を毎日多くの方が利用しています。1階から3階まで
吹き抜けの交流アトリウムは、訪れる人に文化活動へ
の参加意欲や創作意欲を高める空間となっているが、
現在は利用する機会が少なく、本来の目的を達してい
ない。今後の有効利用について市の取り組みを問う。�
�
【答弁】文化フォーラム春日井は、同じ建物の中に�
「図書館」、「ギャラリー」、「視聴覚ホール」等多彩な機
能を有する施設のため、「交流アトリウム」を利用する
際には開放スペースから来る音量、控室等の制約があ
ります。今後は積極的に
ＰＲに努めるとともに、
実際に使用した音楽家・
芸術家や財団の役員等に
アイデア、意見、アドバ
イスを求め、有効利用を
図ります。�
�
�
�
�
�
�
【質問】勝川駅南約300ｍほどにある地蔵川に、商店�
街や地元の人々によって鯉の稚魚の放流がなされてい
るのにも関わらず、現状堤防の草は荒れ放題、不法投
棄によりゴミが散乱。①自然環境保全の実態と今後の
取り組みを問う。②特定外来生物の被害が拡大してい
る中、現在の被害状況及び今後の取り組みと、市とし
ての調査体制の強化と積極的な対応について問う。�
�
【答弁】①「自然環境保全活動推進員」による市内巡
回活動のほか、ビオトープづくりへの支援や河川浄化
モデル地区指定による美化活動を行っています。今後
とも、市民や地域と一体となって、自然環境の保全を
推進してまいります。②有害鳥獣のうちアライグマ・

ヌートリア・ハク
ビシンについて、
農作物被害や人的
被害があった場合
に、捕獲器により
対応をしておりま
す。�
�

�
�
�
�
【質問】2008年4月から始まる後期高齢者医療制度に
は問題点が多い。内容を知った人は、結局年寄りは早
く死ねということか、といわれる。法律は決まったが、
保険者となる県広域連合の議会でこれから決める事項
もある。可能な限り悪法に歯止めをかける対応が必要
です。資格証明書の発行、保険料がどうなるか、まる
め医療の問題など、どのようになっていくかを問う。�
�
【答弁】高齢者世代と現役世代の負担を明確化し、公
平で分かりやすい新たな高齢者医療制度の創設が掲げ
られ、今回の後期高齢者医療制度の創設に至ったもの
です。資格証明書は広域連合により発行する考えが示
されております。また、保険料は今後、広域連合の条

例により、定められる
ことになっています。
包括払い制度は国にお
いて検討が始まったと
ころで、詳しい情報は
得ておりません。�
�
�

�
�
�
【質問】福祉の里を毎月楽しみに利用する高齢者の方
から、施設の改善について要望をいただきました。高
齢者の健康づくりや介護予防の観点からも次の3点に
ついて改善を問う。①着替えをするための更衣室がな
いため不自由をきたしている。更衣室を設置する考え
はないか。②休養室を確保することについて。③戸外
を散策できる遊歩道や花壇の設置について。�
�
【答弁】①日本舞踊など催しを行う場合の更衣室につ
いては、ついたてやカーテンで区分したコーナーの設
置について検討します。②休養室については、和室の
　™部屋続きの一方の部屋、テレビの備えてあるアトリ
ウム、又は他の空室をご利用いただきたいと思います。�
③遊歩道や花壇の設置については、現在の施設の状況

の中で散歩した
り、自然に親し
んだりできる方
法について検討
します。�

自然環境の保全を推進する条例及び�
特定外来生物被害防止法について�

質問者　内藤　富江�

「福祉の里」の施設内の改善について�
質問者　水野　義彦�

後期高齢者医療制度に関する問題に�
ついて�

質問者　宮地　　�

15

13

14文化フォーラムの利用状況について�
質問者　長谷川　健二�

文化フォーラムの利用状況について�12
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かすがい市議会だより�

　市民の皆様方におかれましては、希望に満ちた
よいお年を迎えられ、お慶び申し上げます。昨年
は、話題の多い年であったと思います。今年は亥
年です。亥年にあやかり、突進出来る新しい地方
の時代を切り開く躍進の春日井市にしたいもので
す。議会・議員自らが習慣、慣行を見直し、改革
へ向けて一歩でも前進させることが必要と考えま
す。親しまれる議会報づくりのため、今年も編集
委員一同、頑張ります。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　編集委員一同�

平成19年第1回定例会予定�

編 　 集 　 後 　 記 �

掲載以外の質問項目�
●春日井市ホームページについて�
●青少年しごとふれあい相談事業の拡充について�
●成年後見制度の活用推進について�
●環境・省エネルギー対策について�
●環境アレルギー対策について�
●中核都市に向けての対策について�
●財政改革について�
●区画整理についての考え方は�
●用途地域の見直しについて�
●市民病院周辺の整理について�
●シックスクール対策について�
●障害児保育と特別支援教育について�
●生活排水対策について�
●図書館・図書室でのノートパソコン持込み使用について�
●道路側溝のコンクリート蓋が重くて困っている問題について�
●航空自衛隊小牧基地に関する問題について�
●放課後児童健全育成事業について�
●造成地の地震対策について�
●交通問題について�
�
�

　▽™月20日      本会議（市政方針説明）
　▽™月22日      本会議（市政方針に対する質問）
　▽™月23日      本会議　市政方針に対する質問�
　　　　　　　　　　　　提案理由説明　
　▽™月26日      本会議（提案理由説明）　
　▽™月28日      本会議（質疑、委員会付託）　
　▽£月™日      文教経済委員会
　▽£月∞日      厚生委員会
　▽£月§日      建設委員会
　▽£月•日      総務委員会
　▽£月12日      本会議（一般質問）
　▽£月13日      本会議（一般質問）
　▽£月15日      本会議(採決）
※議事の都合により、日程が変更になる場合があ�
　ります。　問い合わせ　議事課（☎85－6492）�

�
�
�
【質問】本市においては、「公共工事の入札及び契約
の適正化の促進に関する法律」の施行後、公共工事に
最低制限価格を設けるとか、予定価格などの事前公表
を行うなどの対応をしてきた。一層の改善を図るため、
現在1億5,000万円となっている制限付き一般競争入札
の下限価格を引き下げる考えはないか問う。�
�
【答弁】本市では平成14年に、制限付き一般競争入札
の対象工事を、土木・建築工事から電気工事など•業
種に拡大し、対象金額を∞億円から¡億5,000万円に引
き下げました。今後も、市内中小業者に配慮しつつ、
工事発注の競争性や透明性を確保するために、拡大に
ついても機会あるごとに検討いたします。
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
【質問】市内には貴重な文化財が約1万点存在する。
しかるにこれらは数カ所に分散保管されていて、保存
状態が劣悪な所もある。実施計画では平成19年に歴史
民俗資料館を整備すると位置付けられているものの、
市民アンケートの結果ではあまり関心がない。完璧な
資料館の整備は先送りしても、当面1カ所に集めて保
管陳列、学習の場を考慮してはどうか問う。�
�
【答弁】平成17年度から歴史民俗資料館建設検討委員
会を設置し建設に向け検討してまいりましたが、市民
アンケートの結果、新たに資料館を建設することは時
期尚早と思われます。今後は、分散している貴重な文
化財を劣化させることなく後世に伝えるためにも、集
中的に収蔵し、学習の場
としても活用できるよう
慎重に検討を進めてまい
ります。�

入札制度について�
質問者　内田　　謙�

入札制度について�16

文化財問題について�
質問者　蟹江　光正�

文化財問題について�17
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